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刊行のことば

伊勢平野の中央に位置する三重県松阪市には、中心市街地にその存在をひと

きわ大きく誇る、松坂城跡があります。今からさかのぼること４３０有余年、

戦国武将にして利休七哲に数えられる茶人でもある蒲生氏郷が築いた城です。

氏郷は、それまで海寄りを通っていた伊勢街道をまちなかに通し、城を中心と

して、武家地、町屋、寺町等を配置するというハード面の整備と、有力商人の

誘致や楽市楽座の導入といったソフト面の整備を一体的に行いました。それ以

来、城とまちなみは、時代とともにその様子を変えていきましたが、松坂城が

まちのシンボルであることは時代を超えてもなお変わることはありません。そ

して今や、天正年間の貴重な石垣が残る国指定史跡として、また、桜や藤、紅

葉の季節には多くの人々が訪れる都市公園として親しまれています。

この松坂城跡の適切な保存管理を図るため、平成２４年３月に「史跡松坂城

跡保存管理計画書」を刊行し取組んでまいりましたが、今回刊行する本書は、

この保存管理計画書の内容を踏まえつつ、今後の基本的な整備の考え方と方向

性を示した内容となっています。

この先、幾久しい間、松坂城跡が松阪のシンボルであり、人々の心のよりど

ころであり続けることを願い、本書を基礎として具体的な計画を立案しつつ、

保存と活用が両立できる整備を実施してまいりたいと存じます。

最後となりましたが、これまで本書の作成に関わってくださった全ての皆様

に深く感謝を申し上げ、刊行のあいさつといたします。

松阪市教育委員会

教育長 東 博武





例 言

１．本書は、平成23年2月7日に国史跡に指定された松坂城跡の「史跡松坂城跡保存管理計画」

（平成24年3月策定）を踏まえ、平成25年～27年度にかけてとりまとめた整備基本計画書で

ある。

２．本書をとりまとめるに当っては、松坂城跡整備検討委員会の指導・助言を仰いだ。

３．整備基本計画策定中の議事及び松坂城跡整備検討委員会等の構成は、以下のとおりである。

○○平平成成2255年年度度

〈議事等〉

回 開催日時 場所 議事等

第1回 平成25年10月28日（月） 松阪市教育委員会2階 ①委員長、副委員長の選出

13：30～16：30 教育委員会室 ②経過報告

③史跡松坂城跡整備計画（案）について

第2回 平成26年2月18日（火） 第一公民館2階 ①史跡松坂城跡整備計画（案）について

15：00～17：45 会議室

〈委員等〉

役職 氏名 所属や役職 専門等

委員長 千田 嘉博 奈良大学文学部教授 城郭史

副委員長 下村 登良男 松阪市文化財保護審議会会長 考古

委員 門 暉代司 松阪市文化財保護審議会委員 文献史

委員 坂井 秀弥 奈良大学文学部教授 文化財

オブザーバー 石井 智大 三重県教育委員会社会教育・文化財保護課技師

河北 秀実 三重県埋蔵文化財センター所長

庄司 博俊 松坂城跡を守る会会長 市民代表

髙島 信彦 蒲生氏郷公顕彰会会長 市民代表

【市関係部局】 建設部土木課、都市政策部都市計画課、まちづくり交流部観光交流課

【事 務 局】 教育委員会事務局文化課

【事務局補助】 株式会社 空間文化開発機構

○○平平成成2266年年度度

〈議事等〉

回 開催日時 場所 議事等

第1回 平成26年12月25日（木） 松阪市教育委員会2階 ①史跡松坂城跡整備計画（案）について

13：30～15：30 教育委員会室 ②平成27年度発掘調査について

③石垣調査について

④本居宣長記念館前石敷について

第2回 平成27年3月18日（水） 橋西地区市民センター ①史跡松坂城跡整備計画（案）について

13：30～15：30 1階大会議室

〈委員等〉

役職 氏名 所属や役職 専門等

委員長 千田 嘉博 奈良大学学長 城郭史

副委員長 下村 登良男 松阪市文化財保護審議会会長 考古

委員 門 暉代司 松阪市文化財保護審議会委員 文献史

委員 坂井 秀弥 奈良大学教授     文化財



アドバイザー 多田 暢久 姫路市立城郭研究室

オブザーバー 中井 將胤 文化庁文化財部記念物課 文化財調査官

石井 智大 三重県教育委員会社会教育・文化財保護課技師

川部 浩司 三重県教育委員会社会教育・文化財保護課技師

野原 宏司 三重県埋蔵文化財センター所長

庄司 博俊 松坂城跡を守る会会長 市民代表

髙島 信彦 蒲生氏郷公顕彰会会長 市民代表

【市関係部局】 都市整備部土木課、都市整備部都市計画課、産業経済部観光交流課

【事 務 局】 教育委員会事務局文化課

【事務局補助】 株式会社 空間文化開発機構

○平成27年度

〈議事等〉

回 開催日時 場所 議事等

第1回 平成27年9月11日（金） 松阪市教育委員会2階 ①経過報告

13：30～16：30 教育委員会室 ②平成27年度予算について

③史跡松坂城跡整備基本計画（案）について

④平成27年度発掘調査について

第2回 平成28年2月9日（火） 松阪公民館2階講座室 ①経過報告

13：30～16：30 ②史跡松坂城跡整備基本計画（案）について

③平成28年度事業について

④発掘調査現場の現地指導

〈委員等〉

役職 氏名 所属や役職 専門等

委員長 千田 嘉博 奈良大学学長 城郭史

副委員長 門 暉代司 松阪市文化財保護審議会委員 文献史

委員 河北 秀実 前三重県埋蔵文化財センター所長 考古

委員 内田 和伸 奈良文化財研究所文化遺産部遺跡整備研究室長 史跡整備

委員 小澤 毅 三重大学人文学部教授 考古

アドバイザー 多田 暢久 姫路市立城郭研究室

坂井 秀弥 奈良大学文学部教授

オブザーバー 中井 將胤 文化庁文化財部記念物課 文化財主任調査官

川部 浩司 三重県教育委員会社会教育・文化財保護課技師

野原 宏司 三重県埋蔵文化財センター所長

庄司 博俊 松坂城跡を守る会会長 市民代表

髙島 信彦 蒲生氏郷公顕彰会会長 市民代表

【市関係部局】 都市整備部土木課、都市整備部都市計画課

【事 務 局】 教育委員会事務局文化課

【事務局補助】 株式会社 空間文化開発機構
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